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2022 年 11月 21日 

報道関係者各位                                                 

株式会社アースサイド 

代表取締役社長 稲田眞利 

 

 

青果流通の改革を目指すアースサイド 

滋賀銀行とサステナブル評価融資の契約を締結 
 

株式会社アースサイド  本社  京都市下京区、代表取締役社長  稲田 眞利、以下  アースサイド」）は、株式

会社滋賀銀行 本店 滋賀県大津市、取締役頭取 高橋 祥二郎、以下 滋賀銀行」）と 2022 年 11 月 18 日

 金）に  しがぎん』サステナブル評価融資 2億円の契約を締結いたしました。  しがぎん』サステナブル評

価融資において、青果流通関連では初の融資となります。 

 

契約におけるアースサイドグループの取り組み 

 しがぎん』サステナブル評価融資とは、利用企業と社会の持続可能な成長につながる目標を設定し、その達

成に向けて滋賀銀行がモニタリングを行うことで、企業価値の向上を後押しする融資です。 

アースサイドグループは持ち株会社アースサイドの他、3つの主要な事業会社で構成される企業グループです。 

2001 年に京都で青果流通の構造改革を目的に創業し、野菜の生産から物流、販売に至るバリューチェーンの

最適化や、豊かな未来につながる新しい青果流通システムの構築に挑戦してきました。 

 

本融資に関するテーマを  新鮮で持続可能なフードインフラの構築」と題し、グループの事業活動を通じて国

内青果流通の最適化  多様性向上や、地域の農業生産者の経営持続化に貢献すべく、サステナビリティ目標を設

定いたしました。 
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【サステナビリティ目標】 

 テーマ 新鮮で持続可能なフードインフラの構築」 

KPI 目標 期待される効果 

① 社員 1人当たりの青果取扱ケース数 

 卸売市場向け青果流通事業) 

2021年度の実績以上  卸売市場間の需給調整による野菜の 

価格安定への貢献 

 企業としての生産性向上 

② 野菜生産者の契約農家数 

 ブランド野菜事業） 

前年度対比で増加  農業生産者の販売選択肢を増やすこ 

とで経営の安定化と持続化を目指す 

③ 野菜出荷者の取引先数 

 野菜卸売事業） 

前年度対比で増加  青果流通の多様性向上に貢献 

 貢献する主なSDGs 

     
 

取り組みの背景 

従来、青果流通において基幹的インフラとして重要な役割を担ってきた卸売市場ですが、産直取引、契約栽培、

直売所、ECなどの市場外流通の普及により、卸売市場経由率は低下傾向にあると言われています*1。 

また、コロナ禍やロシアによるウクライナ侵攻を機に、昨今  食料安全保障」が注目されていますが、食料生

産を担う国内の農業従事者は著しい高齢化  減少に直面しており、農業の持続的な発展や安定した食料確保の

ために、既存農業従事者の経営継続や若年層等の新規農業従事者の確保 定着が課題となっています*2。 

  

 

課題解決に向けたKPI の詳細 

【KPI①】卸売市場間の取引を担うトレードは、社員当たりの青果取扱量を増やすことで青果の需給バランス

を整え、価格の平準化に貢献するとともに、卸売市場経由率の低下に歯止めをかけ、市場活性化の下支えの一

助となると期待される。 
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【KPI②】自社の京野菜ブランド  洛市』などの取り組みを通じて、契約農家から安定した価格で農産物を買い

取るだけではなく、生産者同士で情報共有の機会を設けたり、集荷を行ったりするなど生産者のサポートを

行っています。農業生産者の経営の安定化 持続化、ひいては地域創生に貢献するものと考えます。 

 

 

【KPI③】グループ内で産地業者と、仲卸業者や食品加工業者間の取引を担うディールの取引先増加 多様化

を表すものであり、農業生産者や出荷者に多様な選択肢を提供することにより青果流通全体の合理化  取引の

適正化を目指しています。 
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今後の展望 

 

社会情勢が激変する中、アースサイドは変化をチャンスと捉え、この度の取り組みを皮切りに、今後はデジタ

ル化の推進や多様性に対応する組織変革、バリューチェーンにおける食品ロスの低減などの環境対応、経済性

と社会性を両立させた成長戦略で競争優位を確立していきます。 

事業活動を通じて、全ての人々に安全で安心な食料を提供できる流通システムの構築と豊かな未来の実

現を目指し、社会に貢献したいと考えています。 

 

※1 農林水産省 卸売市場データ集」令和 3年度  

※2 農林水産省 食料 農業 農村白書」令和 3年度  

 

■『しがぎん』サステナブル評価融資の契約概要 

◆借入金融機関 株式会社滋賀銀行 

◆借入金額 2億円 

◆契約締結日 2022年 11月 18日(金) 

◆KPI 算出期間 アースサイドの事業年度(4月 1日～3月 31日)を基準とする 

 

■アースサイドグループ概要 

 

【本リリースに関する問い合わせ】 

アースサイドグループ 広報担当 

E-mail  info@earthside.com 

TEL  075-316-6020 

URL  https://earthside.com 

 株式会社 

アースサイド 

株式会社 

トレード 

株式会社 

ディール 

株式会社 

クルーズ 

株式会社 

プロップ 

設立年 2018年 10月 2001年 8月 2002年 6月 2002年 11月 2003年 11月 

本社 〒600-8815 京都府京都市下京区中堂寺粟田町 90番地 KRP8号館 

事業内容 グループ経営  

管理 研究開発 

卸売市場向け青果流通事

業、青果の加工  販売事業、

生産事業 

仲卸業向けの青

果流通事業 

青果物流事業 不動産管理事業 

https://earthside.com/

